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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業／次世代燃料電池・水電解の要素技術開発

サステナブル資源を活用した低コスト炭素繊維製造技術に関する研究開発

東海国立大学機構 岐阜大学 入澤 寿平
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事業の目的・目標

2025年の主な成果 課題と今後の取組

実用化・事業化の見通し

2030年目標（サステナブルな原料から）
10$/kg，引張弾性率290GPaと強度5.8GPa級の製造技術を確立

パイロットスケールから実証スケールへ、、、
製造実証の早期開始(2027年予定)とその体制の構築が必須

約25種類/月の炭素繊維を製造

MI・PIに要するプラットフォーム構築（300条件）

弾性率200-400GPa、強度4.0以上が安定製造

実用化パートナー（既存・新規製造メーカー）
との共創体制が構築できるかが鍵！！
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